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ママ友が集まると話題になるのは、子育
てに関することばかり。
でも、日曜日にわざわざ行くなんて面倒く
さい。自分が一票入れたからって何かが
変わるわけじゃないしという考えで選挙
に行かない保護者も多いはず。
すぐには変わらないかもしれない。でも、
何もしなければ大村の未来も変わらな
い。
自分の一票が子ども達の未来を大きく
変えるかもしれない。

そうだ、選挙に行こう。

毎月、毎月、色んな事を思いながら、日々
の生活を送っています。でも、文句を言
うだけでは変わりません。
自分達の住みよい大村市にしていくため
には、まず自分の意見を示さないといけ
ないですね。
だからこそ選挙へ行って、みんなが、自分
が楽しいなぁと思える大村づくりに参加
したいと思います。
子ども達、孫達、自分達の住んでいる大
村のために出来る事は、選挙に行くこと
です。

そうだ、選挙に行こう。

ペットも大村で暮らしている大切な市民です。
人に、ペットに、自然に優しい大村って素
敵ですよね。
子ども達の元気な姿は、周囲のみんなを
笑顔にしてくれます。
同じように、ペットが走り回って元気に遊
んでいると、なんだか自分まで元気をもら
えるようです。
人もペットも、いろんな「いのち」がつな
がる大村になってほしい。
一人ひとりが、今だけではなく未来の大
村を考えていきましょう。

そうだ、選挙に行こう。

税金は給料から勝手に天引きされて、知
らないどこかで、ナニカのために使われ
ている。政治は遠くに存在するもの。
でも、違いました。
チラシが気になって、友人と行った市政
報告会。大村の政治。税金の使い方。大
村の未来。熱い想いを聞いて、市政を身
近に感じ、今までの考えが変わりました。
自分にできることは限られているかもしれ
ない。
だから、大村の未来のために自分にでき
る事をしようと思います。

今から7年前、「大村は、そして政治は、一部の政治家のものじゃな
い。政治を面白くして、市民のもとに取り戻す。」という想いで、市議
会議員選挙に立候補いたしました。
選挙カーを使わず、自転車に乗り市内各所で演説を繰り返し、一人
ひとりにひたすら訴え続けました。地盤も、看板も、鞄もない私に

1601名の方が支持をくださり、私は市議会議員となりました。
「質の高い政策提案を行い、行政や市民を巻き込んだ施策を実行
する」
「一部の地域や一部の団体のためではなく、大村市全体を考えた優
先順位により、徹底的にシガラミのない、公平な判断を下す」
「選挙に行こう。その一票でしか変える事はできません。変わること
もありません」
「徹底的な情報公開を行い、朝の街頭演説、議会が終わる度に議
会報告書を配布、ホームページやブログに日々の活動や言動を書き
綴る」
7年間、ずっと続けてきました。

しかし、執行権を有していない議員には、政策を提案し実行させるこ
とはできても、決してできないことがあります。
それは、市役所という組織そのものを活性化すること、未来の大村に向
けた街づくりを、より具体的に市民と一緒に創造していくことです。
着服、横領、使途不明金、誤支給、条例違反・・・度重なる不祥事の
原因はいったい何なのか。

長きにわたって続いた現体制により、市役所内外への馴れ合い、組
織の弱体化は留まることを知りません。
今まさに、市民サービスの拠点である市役所は危機的状態です。
この危機を目の前にして、私は逃げるわけにはいかないのです。

７年前に抱いた想い「大村は一部の政治家のものではな
い」。
これまで長きにわたって続いてきた、そしてこれからも続け
られようとしている長期政権を今こそ断ち切る。
今こそ、大村の政治を市民のもとに取り戻す。
今こそ、私と市民みんなで新しい大村をはじめる。

市民9万3千人に、説明責任を果たせ
る公平な政治。
次の次の次の世代まで、責任がもてる
政治。
市民みんなが、大村のために何かした
いと思える政治。

そんな、あたりまえの政治を実行します。
これまで続いてきた旧来型のトップダウン政治ではなく、
人と人とが「つながる街づくり」をやります。

選挙に行こう。
これまで選挙と言えば、政策は後回しにされ、後出しジャン

ケンばかりの選挙が続いてきました。

しかし本来、市民一人ひとりが政策を選ぶということが選挙

のはずです。

知り合いだからとか・・・先輩だからとか・・・付き合いがあるか

らとか・・・それでは政策は見えません。実行することはできま

せん。変えることはできません。

一人を決める選択、それが首長選挙です。

選挙に行こう。
「おとなのひとたちは、とうひょうけんがないぼくたち、

わたしたちのぶんも、ちゃんとせんきょにいってほしい」

将来の大村、そして日本の主役は、いま投票する権

利のない子ども達です。

投票に行けない子ども達の想いも込めて、選挙に

行ってください。

選挙に行こう。
「政治家や行政が悪か・・・」「選挙に行っても何も

変わらんさ・・・」、そうやって社会を傍観して悲観的な

言葉を発すれば、そんな姿を見たり聞いたりした子ど

も達は、同じように大人の態度や言葉を真似するかもし

れません。

あなたは、どんな大村に暮らしたいですか？

あなたは、大村をどんな街にしたいですか？

あなたの子や孫や、あした生まれるかもしれない命に、どんな

大村の未来をつないでいきたいですか？

街を創るのは、人と政策です。
その政策を提案するのは政治家ですが、選ぶのはあなたです。

未来の大村を選び、創っていくのは、市民一人ひとりです。

現在そして未来を選択するのは、あなたです。

そうだ、選挙に行こう。

そうだ、選挙に行こう。

取り戻そう、
私たちの大村。

10月5日●は、選挙に行こう。

さいごに、もう1回！

やります。
9月18日（木）１９時３０分～
シーハットおおむら さくらホール

是非とも、そのだ裕史の話を、想いを、政策を聴いてください。

ご家族と、恋人と、ご友人と、隣人と、知人と、未来を生きるお子様

もご一緒にご来場ください。子ども好きなスタッフがバッチリ

対応させて頂きますので、どうぞご心配なく。

多くのご来場を、心よりお待ちしております。

決 起 集 会

―緊 ―急 ―告 ―知 ―

神奈川県 川崎市長

福田 紀彦
園田さんは、全国の首長、議員などが政策を競い合う、我が国で唯

一のコンテストである「マニフェスト大賞」にて２度も表彰された素

晴らしい発想と行動力を持った誇るべき私の友人です。

人類が未だかつて経験したことのないスピードで少子高齢社会へ

突っ走る私たちは、今までこうだったから、これからも同じようにと

いった既定路線では地域も国も間違いなく滅びます。

園田さんはアイディアマンであるだけでなく、間違いなく脱既定路線

の人です。

地方政府から地域を、国を変えていく！

その真面目なムーブメントを全国で拡げていかなければなりません。

私も園田さんに大いに期待しています！

兵庫県 西宮市長

今村 岳司
私は、本年４月の西宮市長選挙で当選しました。戦った相手は各党相乗り・

150の団体推薦・42人中30人以上の市議の応援を受けた現職市長。一方

の私は、全戸ポスティングと駅頭で政策を書いたチラシを配り、市政報告会

を開いて政策を語りました。「政治通」を自称する人たちはほぼすべてが「政

治を決めるのは組織・今村は負けるだろう」と言っていました。しかし、西宮市

民は、政党や団体が支援を決めた候補者ではなく、自分たちで政策を選んで

投票しました。市役所出身でない市長が誕生するのは26年ぶり、現職の市長

を破って市長が替わるのは51年ぶりのことでした。

そのだ裕史は、品質の高い実現可能な政策を提案しています。シガラミなく、大

村すべてに支えられ、大村すべてに向けられるそのだ裕史の政策を大村が選ぶ

とすれば、それはそのだ裕史の勝利ではなく、9万3千大村市民の勝利です。

いま、全国の自治体で、団体支持ではなく政策本位の市長が誕生し、地方自

治は変わりかけています。西宮でできたことはきっと大村でもできるはず。既

得権の力関係で決まる政治から、公平で説明責任の果たせる政治へ。大村

に相応しい、公平で将来に責任を持つ持続可能な政治の幕をあけましょう。

すべては、あしたの大村のために。

日

ONE FOR ALL , ALL FOR OMURA 
～そのだは市民みんなのために、市民みんなは大村のために～

長年続いたシガラミ政治から、市民中心の生活と教育を重視する政治へ大きく転換しましょう。

市民の声に耳を傾け、寄り添い、元気にしたい。
私だからこそできる政治が、そこにはある。

そのだ裕史は、何が起きようと揺らぐ事の無い
「断固たる決意」で挑みます。

大 

村 

湾

将来はスポーツ選手になってほしい。
早く中学校給食が始まればいいのに。

税金が高い、介護保険も
払わないといけない。

ペットは人の心を癒してくれる
かけがえの無い家族の一員です。

政治には興味無いし。
投票日なんて気にも留めなかった。

「次は、大村の番」。
政治を取り戻そう。

脱既定路線でなければ
地域も日本も変わらない。

ひ　ろ　し


